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現状と課題

１．保育所、認定こども園等における保護者への子育て支援に関する現状
 家庭における生活の多様化が進む中、子育てに関して保護者の置かれている状況やニーズもそれぞれに異なり、保育所、認定こども園等の

特性を生かした子育て支援のあり方に関して、各々の状況や現場の実情に即した具体的な方法等の検討が求められている。
 また、少子化社会の進展、核家族化、地域のつながりの希薄化等を背景に、都市部だけでなく、地方においても、特に保育所、認定こども

園等を利用していない０～２歳児を中心として、地域の中で孤立する子育て家庭が増えていることにより、こうした家庭を対象とした支援の
必要性も高まっている。

 こうした現状に鑑み、全ての乳幼児に対し、家庭と異なる環境で多様な人と関わる機会を提供するとともに、保護者の孤立感や不安感の解
消、育児負担の軽減等を各家庭の状況に応じて切れ目なく支援するため、「こども誰でも通園制度」が制度化され、令和８年度より、子ど
も・子育て支援法に基づく新たな給付として全国で実施されるところ。

２．保育所、認定こども園等における保護者への子育て支援に関する課題
 保育所を利用している保護者との連携に関する課題

• 保育に関わる活動に主体的に参加できるよう支援・促進する取組は、保護者の養育力の向上に資するとされているものの、保護者と連携
したこうした取組をどの程度重視しているかについては、個々の園によってばらつきがあるとの指摘がある。

• SNS等の偏った情報や少子化の進行に伴う保護者の期待の過熱化を背景に、一部の幼児教育施設において幼児教育の基本からみて
必ずしも適切とは言えない保育が行われることが危惧されているとともに、現状では、保育所保育指針等に示される乳幼児一人一人の人
格を尊重した関わりや、保育の目標・内容・方法について、保護者をはじめとする関係者の理解が十分ではないとの指摘がある。

 保護者への子育て支援に関する課題
① 保育所を利用している保護者

• 子育て支援のニーズが多様化・複雑化している中、特に個別の支援が必要な家庭については、複合的な困難を抱えている可能性にも留
意しつつ、早期に状況を把握するとともに、園内及び自治体や地域の関係機関との連携を図ることが重要である。

• しかしながら、こうした保護者の多様な悩みに対して個別的な対応を行う中で、職員の心身の負担が増しているとの指摘がある。
• また、保育所、認定こども園等における子育て支援に対し、行政が十分な働きかけを行えているかどうかについては、公立・私立の別による
差があることも指摘されている。

② 地域の保護者等
• 園によって、地域の保護者等に対する情報提供や相談、助言等を含む子育て支援の実施状況には、ばらつきがあることが指摘されている。
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保護者一人一人を尊重し、相互の信頼関係を築くとともに、日常の保育に関連した様々な機会を活用し、乳幼児の日々の様子の
伝達や収集、保育所保育等の意図の説明などを通じて、保護者との相互理解を図ることを保護者への支援の基盤としつつ、より個
別的な支援が必要な場合には、施設長・園長のリーダーシップの下で園内での体制を整えるとともに、専門職や専門機関との適切な
連携及び協働を促進していくことが重要ではないか。

 現行の保育所保育指針等においては、保育所、認定こども園等における保護者に対する子育て支援は、乳幼児の健やかな育ちの
実現や保護者の養育力の向上に寄与するよう、保護者と連携することが重要であるとされている。

 また、保育所、認定こども園等は、保育士や看護師、栄養士等※の専門性を有する職員が配置され、乳幼児が日常的に通う環境
であるという特性を生かし、園児の保護者はもとより、地域の保護者等においても、乳幼児の成長に気付き、子育ての喜びを実感で
きるよう支援するとともに、地域の公的施設として関係機関と連携しながら、継続的な子育て支援を行うことが求められている。これら
のことを踏まえて、以下の事項について一層の改善・充実を図ってはどうか。 ※保育所等において、看護師、栄養士等は法令上は必置となっていない

②保護者への個別の支援における専門職・専門機関との連携及び協働の充実

③地域の実情に応じた子育て支援体制の充実

保育士、保育教諭等と保護者が日々のやり取りを通じて園児の姿や保育について理解や情報を共有することは、保護者の安心感
や子育てへの自信を支えながら、養育力の向上を図るとともに、保育士、保育教諭等による乳幼児理解の深化や保育の質の向上に
も資することから、保護者との連携を一層充実させ、保護者と保育士、保育教諭等がパートナーとして、共に乳幼児の育ちと学びを支
えていくことが重要ではないか。

 そのためには、環境を通して乳幼児の健やかな育ちを支え、促していくという保育所保育等の基本について、保護者に対する一層の
普及・啓発を行い、理解の共有を図ることや、保護者が保育に関わる活動に積極的に参加できるような取組を進めることが重要では
ないか。

地域の保護者等への子育て支援については、こども家庭センター等の関係機関と連携及び協働を図りつつ、保護者からの相談に応
じるとともに、情報提供等を積極的に行うことにより、地域全体で多様な保育・子育て支援ニーズを受け止める体制の一層の充実を
図ることが重要ではないか。

 その際、地域の実情に応じて、市町村が、保育所・認定こども園等の規模や有する機能等を考慮した上で、各施設の役割分担を明
確にすることが重要ではないか。

改善・充実に向けた論点（案） ０歳児～

補足イメージ

①乳幼児の育ちと学びを支えるための保護者との連携の充実
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補足イメージ
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参考資料・データ
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出典：令和3年度 厚生労働省 「保育所等における保育実践の充実に関する調査」
保育所等における子育て支援の在り方に関する研究会報告書子育て支援に関する保育所等の課題

保護者と関係づくり・相談対応において、どのようなことに課題を感じているかをみると、「発達が気になる子など、保護者との問題や認
識の共有が難しい」が74.5％でもっとも割合が高く、次いで「特別な配慮を要すると思われる際の判断が難しい（発達支援、虐待
等）」が61.9％、「子どものことや子育てに関して、保護者との問題や認識の共有が難しい」が49.9％となっている。
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出典：令和3年度 厚生労働省 「保育所等における保育実践の充実に関する調査」
保育所等における子育て支援の在り方に関する研究会報告書

子育て支援に関する行政の課題

保育所等利用者に対する保育所等における子育て支援に関し、行政として十分な働きかけができているかどうか
を公立・私立の別にみると、「①公立に対して」は「そう思う」が23.4％、「まあそう思う」が50.7％となっており、働
きかけできているという認識を持っている割合は合わせて74.1％となっている。一方、「②私立に対して」は「そう
思う」が13.4％、「まあそう思う」が44.7％となっており、働きかけできているという認識を持っている割合は合わ
せて58.1％となっている。
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保護者の支援に関わる取組の重視度
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保護者や子どもの個人情報は、許可なく他の人に伝えない 87.2 10.4 1.0 0.0 0.1 0.0 1.2 97.6

保護者の気持ちや理解してほしいことを受けとめる 56.2 40.7 1.9 0.1 0.1 0.1 1.1 96.9

保護者と協力して子どもの育ちを支える 59.7 36.4 2.1 0.1 0.1 0.0 1.5 96.1

保護者との相互理解を図る 47.7 46.6 4.0 0.1 0.0 0.1 1.4 94.3

個別の状況に配慮して子育てを支援する 51.2 42.5 4.2 0.2 0.1 0.1 1.7 93.7

虐待が疑われる場合の通告の判断や、療育の必要性について、専門職に保育の様子を
見てもらう等の判断を行う（関係機関と連携、情報共有をする判断）

57.3 35.0 5.2 0.3 0.1 0.8 1.2 92.3

子どもや家庭の多様性を認識したうえで、個々の家庭の状況を理解する 39.9 52.0 6.3 0.2 0.1 0.3 1.3 91.9

保護者が「ここだけの話にしてね」と伝えたことは許可なく他の人に伝えない 69.2 22.4 6.3 0.1 0.1 0.7 1.3 91.6

子育てに必要な情報を保護者に伝わりやすい方法や表現を用いて提供する 35.4 53.7 8.4 0.7 0.1 0.1 1.6 89.1

保育所全体で保護者の子育てを支援する体制をつくる 35.0 47.6 13.9 1.2 0.3 0.4 1.5 82.6

保護者にとってどのような取り組みや支えが必要かを考え、選んでいくプロセスを支える 28.5 50.8 16.7 1.0 0.2 1.4 1.5 79.3

子育てを保護者が自ら実践する力の向上を支える 24.7 49.1 21.9 1.7 0.2 0.6 1.8 73.8

保育と子育て支援の関連や連動を理解して、取り組む。 21.7 50.4 22.1 2.0 0.5 1.1 2.1 72.1

子どもや子育てにかかわる決定や行動のすべての機会において、保護者が関与し、参加
できるよう支える

18.2 39.8 33.9 3.2 0.8 2.4 1.7 58.0

保護者に保育に関わる活動に参加するように促す 14.4 40.6 33.7 6.3 2.1 1.0 1.9 55.0

※１ 全体n=10,745（認可保育所6,356、 幼保連携型認定こども園2,003、 保育所型認定こども園355、地域型保育保育所事業者1,957、不明74）
※２ 「保護者にとってどのよう取り組みや支えが必要かを考え、選んでいくプロセスを支える」について、「誰が選んでいくのか」が不明確であるため、「自己決定の尊重」
       に関する分析には留意が必要。

出典：令和3年度 厚生労働省 「保育所等における保育実践の充実に関する調査」
保育所等における子育て支援の在り方に関する研究会報告書

（％）
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Table 2

		図表  27    保護者の支援に関わる取組の重視度:単数回答（問 18-1）		［％］





Table 3

		合計    問18-1.保護者の支援に関わる取組の重視度





Table 4

		とても重視＋重視

		96.9

		79.				2

		97.6

		92.3

		91.				9

		94.3

		91.				6

		89.				1

		96.2

		73.8

		58.0

				55.0

		72.2

		82.				7

		93.7





Table 5

		とて    重視   どち		あま   重視		わか   不明





Table 6

		も重   して    らとも り重    して    らな





Table 7

		①保護者の気持ちや理解してほしいことを受けとめる
②保護者にとってどのような取り組みや支えが必要かを考え、選んでいくプロセスを支える
③保護者や子どもの個人情報は、許可なく他の人に伝えない
④虐待が疑われる場合の通告の判断や、療育の必要性について、専門職に保育の様子を見てもらう等の判断を行う（関係機関と連携、情報共有をする判断）
⑤子どもや家庭の多様性を認識したうえで、個々の家庭の状況を理解する
⑥保護者との相互理解を図る
⑦保護者が「ここだけの話にしてね」と伝えたことは許可なく他の人に伝えない
⑧子育てに必要な情報を保護者に伝わりやすい方法や表現を用いて提供する
⑨保護者と協力して子どもの育ちを支える
⑩子育てを保護者が自ら実践する力の向上を支える
⑪子どもや子育てにかかわる決定や行動のすべての機会において、保護者が関与し、参加できるよう支える
⑫保護者に保育に関わる活動に参加するように促す
⑬保育と子育て支援の関連や連動を理解して、取り組む。
⑭保育所全体で保護者の子育てを支援する体制をつくる
⑮個別の状況に配慮して子育てを支援する		10,745
10,745
10,745
10,745
10,745
10,745
10,745
10,745
10,745
10,745
10,745
10,745
10,745
10,745
10,745		視し
ている
56.2
28.5
87.2
57.3
39.9
47.7
69.2
35.4
59.7
24.7
18.2
14.4
21.7
35.0
51.2		いる
40.7
50.8
10.4
35.0
52.0
46.6
22.4
53.7
36.4
49.1
39.8
40.6
50.4
47.6
42.5		いえ
ない
1.9
16.7
1.0
5.2
6.3
4.0
6.3
8.4
2.1
21.9
33.9
33.7
22.1
13.9
4.2		視し
ていない
0.1
1.0
0.0
0.3
0.2
0.1
0.1
0.7
0.1
1.7
3.2
6.3
2.0
1.2
0.2		いな
い
0.1
0.2
0.1
0.1
0.1
0.0
0.1
0.1
0.1
0.2
0.8
2.1
0.5
0.3
0.1		い
0.1
1.4
0.0
0.8
0.3
0.1
0.7
0.1
0.0
0.6
2.4
1.0
1.1
0.4
0.1		1.1
1.5
1.2
1.2
1.3
1.4
1.3
1.6
1.5
1.8
1.7
1.9
2.1
1.5
1.7





Table 8

		（注）「②保護者にとってどのような取り組みや支えが必要かを考え、選んでいくプロセスを支える」について、「誰が選
んでいくのか」が不明確であり、回答に影響を与えたことがうかがえるため分析には留意が必要。





Table 9

		31





Sheet1

				とても重視
　している ジュウシ		重視
　している ジュウシ		どちらとも
　いえない		あまり重視していない ジュウシ		重視
していない ジュウシ		わからない		不明 フメイ		とても重視　
　　＋重視 ジュウシ ジュウシ

		保護者や子どもの個人情報は、許可なく他の人に伝えない		87.2		10.4		1.0		0.0		0.1		0.0		1.2		97.6

		保護者の気持ちや理解してほしいことを受けとめる		56.2		40.7		1.9		0.1		0.1		0.1		1.1		96.9

		保護者と協力して子どもの育ちを支える		59.7		36.4		2.1		0.1		0.1		0.0		1.5		96.1

		保護者との相互理解を図る		47.7		46.6		4.0		0.1		0.0		0.1		1.4		94.3

		個別の状況に配慮して子育てを支援する		51.2		42.5		4.2		0.2		0.1		0.1		1.7		93.7

		虐待が疑われる場合の通告の判断や、療育の必要性について、専門職に保育の様子を
見てもらう等の判断を行う（関係機関と連携、情報共有をする判断）		57.3		35.0		5.2		0.3		0.1		0.8		1.2		92.3

		子どもや家庭の多様性を認識したうえで、個々の家庭の状況を理解する		39.9		52.0		6.3		0.2		0.1		0.3		1.3		91.9

		保護者が「ここだけの話にしてね」と伝えたことは許可なく他の人に伝えない		69.2		22.4		6.3		0.1		0.1		0.7		1.3		91.6

		子育てに必要な情報を保護者に伝わりやすい方法や表現を用いて提供する		35.4		53.7		8.4		0.7		0.1		0.1		1.6		89.1

		保育所全体で保護者の子育てを支援する体制をつくる		35.0		47.6		13.9		1.2		0.3		0.4		1.5		82.6

		保護者にとってどのような取り組みや支えが必要かを考え、選んでいくプロセスを支える		28.5		50.8		16.7		1.0		0.2		1.4		1.5		79.3

		子育てを保護者が自ら実践する力の向上を支える		24.7		49.1		21.9		1.7		0.2		0.6		1.8		73.8

		保育と子育て支援の関連や連動を理解して、取り組む。		21.7		50.4		22.1		2.0		0.5		1.1		2.1		72.1

		子どもや子育てにかかわる決定や行動のすべての機会において、保護者が関与し、参加
できるよう支える		18.2		39.8		33.9		3.2		0.8		2.4		1.7		58.0

		保護者に保育に関わる活動に参加するように促す		14.4		40.6		33.7		6.3		2.1		1.0		1.9		55.0





Sheet1 (2)

				全体 ゼンタイ		男性 ダンセイ		女性 ジョセイ

		昔からコミュニケーションをとっているから ムカシ		46.0		42.5		47.8

		自身が保育士等のことを信頼しているから ジシン ホイクシ トウ シンライ		29.4		30.4		28.9

		自分の話をしっかり聞いてくれるから ジブン ハナシ キ		28.1		31.4		26.5

		子どもが保育士等を信頼している・なついているから コ ホイクシ トウ シンライ		28.1		22.7		30.9

		保育や子どもの発達に関する専門家だから ホイク コ ハッタツ カン センモンカ		22.4		20.3		23.5

		保育士等から声掛け等の働きかけがあったから ホイクシ トウ コエカ トウ ハタラ		15.4		10.6		17.9

		保育士等が自分の心配ごとや困りごとに気付いてくれたから ホイクシ トウ ジブン シンパイ コマ キヅ		12.4		11.1		13.0

		保育等に子育て経験があるから ホイク トウ コソダ ケイケン		10.6		8.2		11.8

		その他の専門機関につなげてくれることが分かったから タ センモン キカン ワ		8.0		5.3		9.3

		利用している保育所で、保護者の悩み等を相談する時間が制度化されているから リヨウ ホイク ショ ホゴシャ ナヤ トウ ソウダン ジカン セイドカ		5.5		6.8		4.9

		その他 タ		0.7		0.0		1.0

		特に理由はない トク リユウ		8.9		7.2		9.8







Sheet1 (3)

				日常的な会話 ニチジョウテキ カイワ		日常的な情報交換 ニチジョウテキ ジョウホウ コウカン		個別の　相談相手 コベツ ソウダン アイテ

		クラス担任の保育士（保育教諭） タンニン ホイクシ ホイク キョウユ		71.2		71.1		65.7

		主任保育士（保育教諭） シュニン ホイクシ ホイク キョウユ		23.0		21.6		24.0

		園長 エンチョウ		13.4		8.4		11.9

		副園長 フクエンチョウ		4.8		3.1		4.5

		関わりのある保育士（以前のクラス担任、延長保育で関わった保育士・保育教諭等） カカ ホイクシ イゼン タンニン エンチョウ ホイク カカ ホイクシ ホイク キョウユ トウ		15.3		11.3		7.1

		調理員 チョウリイン		1.0		0.8		1.1

		栄養士 エイヨウシ		0.7		0.6		1.1

		看護師 カンゴシ		1.6		1.3		1.2

		その他 タ		0.5		0.3		0.8

		当てはまる人はいない ア ヒト		19.9		18.8		14.8









保育活動への保護者の積極的な参加を促すために重視している項目について

保 育 所

１ 保護者の自ら子育てを実践する力を高めること

２ 保護者がこどもの遊びの世界や言動の意味を理解す
ること

３ 保護者がこどもの接し方の気付きを得ること

４ 保護者がこどもの発達についての見通しがもてるよう
になること

５ 保護者自身が気付かなかった子育てに対する有能感を
感じられること

６ その他

７ 重視している項目はない

※1 母数：13,983（公設公営4,994、公設民営1,375、民設民営7,614）
※2 グラフ中の（ ）内は園数
※3 複数回答

出典：令和６年度 こども家庭庁「保育所・認定こども園に関する保育の内容等に関する実態調査」

2.4%(330）

2.0%(277）

56.0%(7,837）

80.9%(11,311）

75.7%(10,585）

65.2%（9,114）

59.3%(8,296）
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認定こども園

※1 母数：6,172（幼保連携型5,002、保育所型1,108、地方裁量型62）
※2 グラフ中の（ ）内は園数
※3 複数回答

保育活動への保護者の積極的な参加を促すために重視している項目について

１ 保護者の自ら子育てを実践する力を高めること

２ 保護者が園児の遊びの世界や言動の意味、友達と関わ
る過程にはいざこざや気持ちの折り合いなどがあるこ
とを理解すること

３ 保護者が自分のこどもへの関わりを見直すきっかけと
なること

４ 保護者が自分でも気付かなかったこどもの新たな一面
を知り、こどもの世界へ関心を寄せること

５ 園児一人一人の気持ちの表し方や育ちの姿の違いに気
付き、保護者自身の子育てに広がりとゆとりをもたら
すきっかけとなること

６ 保護者が他の保護者と関わり、こどもの発達への見通
しをもつことができるような情報交換をすることで、
こどもの成長を長い目で見ていこうとするようになる
こと

７ その他

８ 重視している項目はない
1.5%(92)

1.1%(65)

65.8%(4,060）

76.0%(4,688）

73.2%(4,517）

67.2%(4,126）

66.9%(4,126）

53.1%(3,280）

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
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５
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７

８
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出典：令和６年度 こども家庭庁「保育所・認定こども園に関する保育の内容等に関する実態調査」



地域の保護者に対する子育て支援について

保 育 所

１ 園舎や園庭の解放

２ 相談対応

３ 情報提供（子育て講座の開催など）

４ 子育て支援に関する地域の関係者との連携
（ボランティア団体、子育て支援団体、子育てサーク

      ルなど）

５ 地域の子育て家庭が使える預かり事業（一時預かり等）

６ その他

７ 特にない
6%(827)

6%(802)

41%(5,695）

33%(4,575）

44%(6,215)

75%(10,436)

62%(8,627)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

7

6

5

4

3

2

1

※1 母数：13,983（公設公営4,994、公設民営1,375、民設民営7,614）
※2 グラフ中の（ ）内は園数
※3 複数回答
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出典：令和６年度 こども家庭庁「保育所・認定こども園に関する保育の内容等に関する実態調査」



１ 園舎や園庭の解放

２ 相談対応

３ 情報提供（子育て講座の開催など）

４ 子育て支援に関する地域の関係者との連携
（ボランティア団体、子育て支援団体、子育てサーク

ルなど）

５ 地域の子育て家庭が使える預かり事業（一時預かり等）

６ その他

７ 特にない 1.5%(90)

5.7%(351)

58.8%(3,629)

39.5%(2,437)

52.5%(3,240)

81.8%(5,051)

75.9%(4,686)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

7
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2

1

認定こども園

※1 母数：6,172（幼保連携型5,002、保育所型1,108、地方裁量型62）
※2 グラフ中の（ ）内は園数
※3 複数回答

地域の保護者に対する子育て支援について

11

出典：令和６年度 こども家庭庁「保育所・認定こども園に関する保育の内容等に関する実態調査」



保育所等における在園児の保護者への子育て支援

相談等を通じた個別的な対応を中心に

１．保育所等における子育て支援の意義と役割
（１）子育てをめぐる保護者の現状と支援のニーズ
（２）保育所等における子育て支援の目的と意義
（３）地域の中で保育所等に求められる役割

２．保育所等における子育て支援の基本
（１）支援に際しての基本姿勢
（２）組織としての体制構築

基本編

１．日常的なコミュニケーションを通じた支援の基盤づくり
（１）日常的なコミュニケーションや働きかけを通じた保護者との関係構築
（２）保護者が相談しやすい環境づくり

２．個別的な支援が必要な家庭への気づき、状況把握
（１）子どもや保護者の様子からニーズを察知する視点
（２）記録とアセスメントの方法

３．相談支援の方法
（１）個別的支援の始まりに際しての働きかけ、対応
（２）関係機関への支援のつなぎ方
（３）個別的な支援に対応する際のポイント

４．相談支援を支える園内の体制
（１）職員間の情報共有
（２）個別支援にあたる保育士等のサポート
（３）支え合う組織づくりを目指して

５．相談支援を支える園外の体制
（１）地域内での情報共有
（２）自治体・関係機関・地域の子育て資源等との役割分担、連携
（３）関係機関との連携・ネットワーク構築の重要性とその支援
（４）関係機関との情報共有の際の情報管理
（５）保育士等の資質向上（研修等）

実践編

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000135739_00010.html
【コラム】理不尽な要求を繰り返す保護者への対応に関する留意点

【資料編】本資料の用語について・記録ツールの参考例・関係機関や制度・参考資料

出典：令和４年度 厚生労働省「保育所等における保育実践の充実に関する調査」
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